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令和6年４月１日現在

管内人口 管内世帯数 管内面積 消防署所の数

消防本部　１

消防署　　２

31,925人   15,371世帯 435.34㎢ 出張所　　１

消防職員の数 平均年齢 消防車の数 救急車の数

  84名 39.6歳 ６台 6台

火災件数 出火原因 救急出場件数

（令和5年中） （令和5年中） （令和5年中）

18件 1位　たき火 86% 2,098件

消防水利

（公設）

製 造 所 2 施 設

貯 蔵 所 119 施 設 消火栓　　536基 定数　780人

  1,487棟 取 扱 所 59 施 設 防火水槽　297基 実員　745人

住宅用火災警報器
設置率

防火対象物数 危険物施設数 消防団員数
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1.概　況



1.大田市消防本部管内図

大田市
仁摩町

温泉津町

世界遺産
石見銀山

三瓶山

大田市消防本部
大田消防署
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2.管内の面積・人口・世帯数

男 女 計

3,770 3,911 4,088 7,999

812 706 823 1,529

池 田 295 274 320 594

志 学 235 224 255 479

多 根 80 75 99 174

127 119 143 262

215 189 217 406

191 198 230 428

502 533 578 1,111

1,778 1,796 1,976 3,772

473 498 538 1,036

1,428 1,458 1,581 3,039

527 591 633 1,224

537 590 554 1,144

152 134 147 281

538 620 630 1,250

194 183 205 388

209 216 196 412

141 126 157 283

159 135 157 292

湯 里 237 191 239 430

温 泉 津 485 437 495 932

井 田 236 229 232 461

福 波 312 281 277 558

仁 万 1,077 1,056 1,174 2,230

宅 野 224 210 235 445

大 国 180 155 175 330

馬 路 257 217 219 436

15,371 15,352 16,573 31,925合　　　計

仁
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三
瓶
町

大 田 町

435.34

川 合 町

町　　名
世帯数
(世帯)

人　口　　（人）　＊　外国人含む
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（K㎡）

久 手 町

鳥 井 町
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3.消防の沿革

西暦 元号 月 日 主　　　な　　　出　　　来　　　事

1958 昭和33 7 1 消防本部・消防署を設置し、職員４名に大田分団より団員３０名を消防署勤務員
に委託し、常備消防発足。

10 1 大田町諏訪に木造２階建の庁舎を建築、大田分団から移管した自動車ポンプ２台
を配置する。

1960 昭和35 4 消防職員５名増員、以来昭和３６年に３名、昭和３７年に２名を増員、昭和３９
年の市立大田中学校の大火を契機に１２名、昭和４０年２名、救急業務開始に伴
い昭和４４年に３名と逐年増員され、職員数３１名となる。

1961 昭和36 12 水槽付消防ポンプ自動車１台を購入、昭和３８年に超短波無線機の基地局と移動
局を設置する。昭和４１年度には消防庁舎の新築に着手、翌年５月大田町中心部
に鉄筋コンクリート２階建７０２㎡の新庁舎完成。

1967 昭和42 6 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車１台の寄贈を受ける。
昭和４３年救急業務実施の政令指定を受け、同年１Ｂ型救急自動車及び器材を購
入し、同年９月１日より業務を開始する。

1970 昭和45 12 大型水槽付ポンプ自動車を購入、更に昭和４６年春、国立公園三瓶山に天皇皇后
両陛下をお迎えして開催された全国植樹祭を期して林野火災の撲滅を計るため林
野火災工作車を購入する。

1972 昭和47 3 21 島根県知事へ大田市外２町環境衛生組合規約の変更許可を申請。

3 28 規約変更許可に基づき大田市外２町消防衛生組合（大田市、温泉津町、仁摩町）
に準備班を設け、準備業務を開始する。

5 救急自動車１台を購入する。

1973 昭和48 1 10 大田消防署三瓶出張所庁舎竣工。

3 消防ポンプ自動車２台を購入する。

3 31 大田消防署西部分署庁舎竣工。

4 1 消防無線は、本部（署）基地局１・移動局７・携帯無線局２、西部分署固定局
１・移動局２、三瓶出張所固定局１・移動局１とし、増設整備完了し業務を開
始。２０名の職員の採用をはかり、消防本部９名、大田消防署２６名、大田消防
署西部分署１１名、大田消防署三瓶出張所５名、総員５１名にて広域消防業務を
開始。

1974 昭和49 4 1 ８名の職員を採用し消防本部９名、大田消防署２８名、大田消防署西部分署１５
名、大田消防署三瓶出張所７名、総員５９名にて広域消防業務を推進している。

7 1 １名の職員を補充採用する。

8 小型動力ポンプＢ３級１台、同年１２月消防ポンプ自動車(ＢＤ-Ⅰ型）を購入し
増強した。同年１１月大田石油株式会社より、救助工作車の寄贈を受けた。

1975 昭和50 4 ２Ｂ型救急自動車及び器材を購入、三瓶出張所へ配置する。

1976 昭和51 7 1 ２名の職員を採用、消防本部９名、大田消防署２８名、大田消防署西部分署１７
名、大田消防署三瓶出張所７名、総員６１名となる。
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西暦 元号 月 日 主　　　な　　　出　　　来　　　事

1977 昭和52 5 携帯無線機（１Ｗ)１基購入、同年第１回島根県救助技術大会の開催にともない
救助器具の購入、訓練を開始し、救助技術の向上につとめ参加する。同年７月１
日３名の職員を採用、消防本部９名、大田消防署２９名、大田消防署西部分署１
７名、大田消防署三瓶出張所９名、総員６４名となる。同年１２月１７日 島根
県共済農業協同組合連合会より２Ｂ型救急自動車の寄贈を受け西部分署へ配置し
た。

1978 昭和53 5 携帯無線機(１Ｗ)３基購入、同年７月救助工作車（寄贈）に無線移動局を設置し
整備を強化した。同年７月１日職員の異動により２名採用、消防本部１０名、大
田消防署２７名、大田消防署西部分署１７名、大田消防署三瓶出張所１１名、総
員６５名となる。

1979 昭和54 7 1 職員の異動により２名採用、消防本部１０名、大田消防署２８名、大田消防署西
部分署１７名、大田消防署三瓶出張所１１名、総員６６名となる。

1980 昭和55 9 12 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車（火災保険号「さんべ」）１台の寄贈を
受け、大田消防署三瓶出張所へ更新配置する。

1981 昭和56 3 4 消防庁長官表彰の表彰旗を受ける。

3 26 島根県共済農業協同組合連合会より２Ｂ型救急自動車１台の寄贈を受け、三瓶出
張所に配置する。

11 26 化学消防ポンプ自動車Ⅱ型（水槽１,３００ℓ、薬槽５００ℓ）を購入、大田消防
署に配置する。

1982 昭和57 4 1 職員異動に伴い１名を採用する。

9 15 日本消防協会から２Ｂ型救急自動車１台の寄贈を受ける。
大田消防署に配置する。

1983 昭和58 4 1 職員異動に伴い２名を採用する。

1984 昭和59 4 1 消防長専任となる。

7 6 大田消防署西部分署仮眠室増築(１０㎡)。

11 12 島根県共済農業協同組合連合会から２Ｂ型救急自動車１台の寄贈を受け、西部分
署に配置する。

1985 昭和60 4 1 職員異動に伴い２名を採用する。

11 21 水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型（２,０００ℓ）を購入、大田消防署に配置する。
水槽付大型消防自動車（２号車）を廃車する。

1987 昭和62 2 20 消防ポンプ自動車（ＣＤ-Ⅰ型）購入、西部分署に配置する。

4 1 通信網強化のため温泉津町高山に中継局を新設する。単一無線設備を多重無線設
備に変更し、消防団緊急伝達システムを導入する。消防通信指令装置（ＦＤ-１
１）を新設し、通信指令室を増改築する。

消防法の改正を受け大田消防署に救助隊発足。

1988 昭和63 2 29 救助工作車(Ⅱ型)購入、大田消防署に配置する。

6 3 日本防火協会から広報車の寄贈を受けた。大田消防署に配置する。
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西暦 元号 月 日 主　　　な　　　出　　　来　　　事

1988 昭和63 8 1 職員１名を採用する。

8 2 日本消防協会から２Ｂ型救急自動車１台の寄贈を受ける。
三瓶出張所に配置する。

1989 平成元 2 8 消防ポンプ自動車（ＣＤ-Ｉ型）を購入、大田消防署に配置する。

1990 平成2 3 9 消防ポンプ自動車（ＣＤ-Ｉ型）を購入、大田消防署に配置する。

3 30 大田消防署三瓶出張所増築（９６㎡）。

4 1 消防本部、消防署の組織を一部あらため本部２課を３課制とし、大田消防署西部
分署の分隊を小隊とした。

10 27 島根県共済農業協同組合連合会から２Ｂ型救急自動車１台の寄贈を受ける。
大田消防署に配置する。

1991 平成3 3 30 消防本部、大田消防署庁舎改修及び増築工事（３７３㎡）・訓練塔新設。

4 1 職員異動に伴い１名採用する。

8 2 日本消防協会から２Ｂ型救急自動車１台の寄贈を受け、大田消防署に配置する。

9 11 日本損害保険協会から消防ポンプ自動車（火災保険号「さんべ」）１台の寄贈を
受け、三瓶出張所に配置する。

1992 平成4 4 1 職員異動に伴い１名採用する。

5 18 広報車を更新し大田消防署に配置する。

7 20 林野火災工作車を更新し、大田消防署に配置する。

1993 平成5 4 1 機構改革に伴い、大田消防署西部分署を西部消防署とした。消防力の強化を図
り、職員１２名を採用し、消防本部１０名、大田消防署３４名、西部消防署２３
名、大田消防署三瓶出張所１１名、総員７８名となる。

10 1 島根県防災航空隊発足に伴い、島根県へ航空隊員として職員１名を派遣。

11 29 ２Ｂ型救急自動車を購入、大田消防署に配置する。

1994 平成6 1 20 西部消防署増築（６４㎡）。

3 8 安田生命保険相互会社から２Ｂ型救急自動車の寄贈を受け西部消防署に配置す
る。

3 29 署所の固定局無線設備の老朽化及び管内の通信不感地帯を解消するため、西部消
防署の通信方式を既設の高山中継基地局を利用した方式に変更改修、又、三瓶出
張所の無線設備を従来方式に更新、更に消防本部には基地局を新たに設置した。
併せて、大規模災害の対応に備えるため、消防本部及び三瓶出張所の基地局に
は、全国共通波を装備し、より一層の消防業務の拡充を図った。

4 1 職員１名を採用し、総員７９名となる。消防力強化に伴い、大代町の救急業務は
西部消防署の管轄区域とした。

4 4 救急救命東京研修所へ２名入校。
平成６年１１月４日、国家試験に２名合格する。
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西暦 元号 月 日 主　　　な　　　出　　　来　　　事

1995 平成7 1 17

～ 19

4 1 退職に伴い職員１名採用する。

4 4 救急救命九州研修所へ２名入校。
平成７年１１月２日、国家試験に２名合格する。

9 5 緊急消防援助隊登録（救急部隊）。

1996 平成8 3 22 高規格救急自動車を購入、大田消防署に配置する。

5 1 高規格救急自動車の運用を開始する。

10 14 救急救命九州研修所へ２名入校。
平成９年４月１８日、国家試験に２名合格する。

1997 平成9 4 1 島根県へ防災航空隊員として職員１名を派遣。

10 7 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成１０年４月１７日、国家試験に合格する。

1998 平成10 4 1 退職に伴い職員１名採用する。

10 7 救急救命九州研修所へ２名入校。
平成１１年４月１４日、国家試験に２名合格する。

1999 平成11 4 1 退職に伴い職員２名採用する。

4 10 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成１１年１１月１０日、国家試験に合格する。

6 1 大田市、温泉津町、仁摩町の１市２町では、地域振興及び介護保険を広域的に推
進するため、大田市外２町消防衛生組合を母体とした大田市外２町広域行政組合
に組織を変更する。

11 18 高規格救急自動車を購入し、西部消防署に配置する。

12 10 ２Ｂ型救急自動車を購入し、大田消防署三瓶出張所に配置する。

2000 平成12 4 1 退職に伴い職員１名採用する。

島根県へ防災航空隊員として職員１名を派遣。

8 21 消防指揮車を更新し、大田消防署に配置する。

10 21 大田地区危険物保安協会から防火広報車の寄贈を受け、大田消防署に配置する。

12 11 化学消防ポンプ自動車（Ⅱ型）更新、大田消防署に配置する。

2001 平成13 4 1 退職に伴い職員２名を採用する。

10 16 ２Ｂ型救急自動車を更新し、大田消防署に配置する。

11 9 水槽付ポンプ自動車を更新し、大田消防署に配置する。

2002 平成14 3 31 緊急消防援助隊登録（救助部隊）。

阪神淡路大震災発生に伴い、自治省消防庁より応援要請があり消火部隊（５名）
神戸市へ災害派遣する。
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西暦 元号 月 日 主　　　な　　　出　　　来　　　事

2002 平成14 4 1 退職に伴い職員２名採用する

9 2 ２Ｂ型救急自動車を更新し、西部消防署に配置する。

2003 平成15 1 17 救助工作車（Ⅱ型）を更新し、大田消防署に配置する。

4 1 退職に伴い職員２名採用する。

島根県へ防災航空隊員として職員１名を派遣。

10 7 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成１６年５月１２日、国家試験に合格する。

11 29 大田市外２町広域行政組合発足３０周年を記念し、式典及び記念誌を発行する。

2004 平成16 4 1 退職に伴い職員２名採用する。

10 4 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成１７年４月１９日、国家試験に合格する。

2005 平成17 2 7 消防ポンプ自動車（ＣＤ-１型）を更新し、西部消防署に配置する。

4 1 退職に伴い職員７名採用する。

三瓶出張所職員を大田消防署に含め大田消防署より派遣する。

4 4 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成１７年１１月３０日、国家試験に合格する。

10 1 大田市、温泉津町、仁摩町の１市２町の合併により新大田市となり、大田市消防
部、大田市消防本部に組織及び名称を変更する。

10 3 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成１８年４月１９日、国家試験に合格する。

2006 平成18 2 23 林野火災工作車を更新し、大田消防署に配置する。

4 1 島根県へ防災航空隊員として職員１名を派遣。
退職に伴い職員６名採用する。総員７８名となる。
三瓶出張所職員を専属に配置する。

9 14 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成１９年５月７日、国家試験に合格する。

2007 平成19 1 15 高規格救急自動車を購入し、大田消防署に配置する。

4 1 退職に伴い職員６名採用する。総員７８名となる。

9 13 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２０年４月３０日、国家試験に合格する。

10 31 消防ポンプ自動車（ＣＤ-１型）を更新し、大田消防署に配置する。

2008 平成20 4 1 退職に伴い職員５名採用する。総員７８名となる。
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西暦 元号 月 日 主　　　な　　　出　　　来　　　事

2008 平成20 7 15 新庁舎建設準備委員会を立上げ、新庁舎建設に職員が取組む。

9 9 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２１年４月１４日、国家試験に合格する。

10 10 大田消防署設置の通信指令台を更新する。

2009 平成21 4 1 島根県へ消防防災航空隊員として職員１名を派遣。
退職に伴い職員２名採用する。総員７６名となる。

9 9 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２２年４月１３日、国家試験に合格する。

10 23 消防ポンプ自動車（ＣＤ-１型）を更新し、大田消防署に配置する。

12 10 高規格救急自動車を更新し、大田消防署に配置する。

2010 平成22 4 1 退職に伴い職員４名採用する。総員７７名となる。

9 9 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２３年４月１２日、国家試験に合格する。

2011 平成23 3 12 東北地方太平洋沖地震発生に伴う緊急消防援助隊第１次隊～２次隊（救急隊２隊
８名）を宮城県へ派遣する。

3 31 緊急消防援助隊追加登録（消火部隊）。

4 1 退職及び消防力の強化を図り、職員８名を採用する。総員８４名となる。

6 20 大田市役所危機管理室設立に伴い、室長として職員１名派遣。

9 7 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２４年４月１３日、国家試験に合格する。

10 3 高規格救急自動車を更新し、西部消防署に配置する。

11 28 消防ポンプ自動車（ＣＤ-１型）を更新し、大田消防署三瓶出張所に配置する。

2012 平成24 4 1 退職に伴い職員３名採用する。島根県へ防災航空隊員として職員１名を派遣。島
根県消防学校へ教官として職員１名を派遣。総員８３名となる。

9 10 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２５年４月８日、国家試験に合格する。

10 18 石見銀山農業協同組合より指揮支援車１台の寄贈を受け大田消防署に配置する。

12 20 高規格救急自動車を更新し、西部消防署に配置する。

2013 平成25 4 1 退職に伴い職員３名採用する。総員８４名となる。

4 4 救急救命東京研修所へ１名入校。
平成２６年３月３１日、国家試験に合格する。
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西暦 元号 月 日 主　　　な　　　出　　　来　　　事

2013 平成25 9 3 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２６年３月３１日、国家試験に合格する。

10 17 高規格救急自動車を更新し、大田消防署に配置する。

2014 平成26 4 1 退職に伴い職員１名採用する。総員８３名となる。
大田市役所危機管理室へ職員１名派遣する。

4 4 救急救命東京研修所へ１名入校。
平成２７年３月３１日、国家試験に合格する。

5 22 大田市消防本部・消防署新庁舎竣工。

5 27 大田市消防本部・消防署新庁舎竣工式。

6 1 大田市消防本部・消防署新庁舎において業務開始。

8 25

～ 30

9 1 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２７年３月３１日、国家試験に合格する。

2015 平成27 4 1 退職に伴い職員２名採用する。総員８４名となる。大田市役所危機管理室へ職員
１名、島根県へ防災航空隊員として職員１名を派遣する。

4 3 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２８年３月３１日、国家試験に合格する。

9 2 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２８年３月３１日、国家試験に合格する。

11 28 高規格救急自動車を更新し、三瓶出張所に配置する。

2016 平成28 4 1 退職に伴い職員４名採用する。総員８３名となる。
大田市役所危機管理室へ職員１名を派遣する。

緊急消防援助隊追加登録（救急部隊）

4 4 救急救命東京研修所へ１名入校。
平成２９年３月２８日、国家試験に合格する。

9 2 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成２９年３月２８日、国家試験に合格する。

2017 平成29 4 1 退職に伴い職員１名採用する。総員８２名となる。

4 5 救急救命東京研修所へ１名入校。
平成３０年３月２６日、国家試験に合格する。

9 4 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成３０年３月２６日、国家試験に合格する。

2018 平成30 4 1 ２名採用する。総員８４名となる。
大田市役所危機管理課へ職員１名、島根県へ防災航空隊員として職員１名を派遣
する。

平成２６年８月豪雨に伴い、島根県緊急消防援助隊３次隊～４次隊（救助隊２隊
１０名）を広島県広島市へ派遣する。
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西暦 元号 月 日 主　　　な　　　出　　　来　　　事

2018 平成30 4 1 機構改革に伴い、警防課を専従とし３名を配置する。

4 5 救急救命東京研修所へ１名入校。
平成３１年３月２７日、国家試験に合格する。

4 9 午前１時３２分、大田市東部を震源とする島根県西部地震発生（Ｍ６．１、
最大震度５強）。

7 7

～ 15

8 31 救急救命九州研修所へ１名入校。
平成３１年３月２７日、国家試験に合格する。

10 1 高規格救急自動車を更新し、大田消防署に配置する。

10 26 林野火災工作車を更新し、大田消防署に配置する。

2019 平成31 4 1 退職に伴い職員１名採用する。総員８４名となる。
大田市役所危機管理課へ職員１名を派遣する。

4 3 救急救命東京研修所へ１名入校。
令和２年３月３１日、国家試験に合格する。

2020 令和2 2 25 水槽付消防ポンプ自動車（Ⅱ型）を更新し、大田消防署に配置する。

3 23 総務省消防庁より緊急消防援助隊に係る無償使用（高機能救命ボート）をう
け、大田消防署に配置する。

3 25 大田消防署三瓶出張所新庁舎竣工。新庁舎において業務開始。

3 30 大田消防署三瓶出張所新庁舎竣工式。

4 1 退職に伴い職員２名採用する。総員８３名となる。

9 4 救急救命九州研修所へ１名入校。
令和３年３月２６日、国家試験に合格する。

2021 令和3 3 26 西部消防署新庁舎竣工。

3 30 西部消防署新庁舎竣工式。

4 1 西部消防署新庁舎において業務開始。

退職に伴い職員２名採用する。総員８４名となる。大田市役所総務部危機管
理課へ職員１名、島根県消防学校へ教官として職員１名、島根県へ防災航空
隊員として職員１名を派遣する。

機構改革に伴い、大田消防署通信指令室を消防本部通信指令課とした。通信
指令の強化を図り９名を専従とする。

平成３０年７月豪雨災害に伴う島根県緊急消防援助隊１次隊～４次隊（消火
部隊４隊　２０名）を広島県呉市へ派遣する。
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西暦 元号 月 日 主　　　な　　　出　　　来　　　事

2021 令和3 4 7 救急救命九州研修所へ１名入校。
令和４年３月３１日、国家試験に合格する。

4 26 高規格救急自動車を更新し、大田消防署に配置する。

2023 令和5 2 6 消防指揮車を更新し、大田消防署に配置する。

3 1 消防通信指令システム（高機能指令台）更新、運用開始。

4 1 退職に伴い職員１名採用する。総員８４名となる。

大田市職員定数条例の一部改正により定数９２名となる。

2024 令和6 3 29 職員１名が救急救命士国家試験に合格する。

4 1 退職に伴い２名採用する。総員８４名となる。大田市役所総務部危機管理課
へ職員１名、島根県へ防災航空隊員として職員１名を派遣する。
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4.歴代消防長

退職年月日

田 原 孝 二 老 昭和33年 7月 1日 昭和41年 4月21日

六　代     塚  田      操

歴　代

初　代

氏　名 就任年月日

昭和54年11月30日

五　代

四　代 祝 部 通 夫 昭和45年 7月10日

昭和60年 3月31日

    鈩  　  子  郎 昭和55年 2月20日 昭和59年 2月19日

昭和59年 4月 1日

二　代 福 田 芳 晴 昭和41年 4月22日 昭和43年 3月31日

三　代 津 森 甚 三 郎 昭和44年 8月 1日 昭和45年 3月23日

七　代 山 崎 栄 吉 昭和60年 4月 1日 昭和60年 4月24日

八　代 岩 谷 芳 春 昭和60年 4月25日 昭和63年 3月31日

九　代 妹 尾 義 春 昭和63年 4月 1日 昭和63年 4月30日

米 原 孝 美 平成7年 4月 1日 平成11年 3月31日十一代

十　代 大 築 和 之 昭和63年 5月 1日 平成7年 3月31日

十二代 田 中 清 英 平成11年 4月 1日 平成14年 3月31日

十三代 朝 倉 光 彦 平成14年 4月 1日 平成15年 3月31日

十四代 品 川 昭 治 平成15年 4月 1日 平成16年 3月31日

十五代 石 田 國 雄 平成16年 4月 1日 平成17年 3月31日

十六代 福 田 幸 司 平成17年 4月 1日 平成17年 9月30日

合併初代 福 田 幸 司 平成17年10月 1日 平成18年 3月31日

二　代     松  井      功 平成18年 4月 1日 平成20年 3月31日

三　代 松 本 和 広 平成20年 4月 1日 平成22年 3月31日

七　代 山 本 智 靖 令和6年 4月 1日 現　在

四　代 　 鳥  𥫤  尾    博 平成22年 4月 1日 平成23年 3月31日

六　代 幸 村 卓 己 平成28年 4月 1日 令和6年 3月31日

五　代 石 賀 好 喜 平成23年 4月 1日 平成28年 3月31日
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5.消防庁舎等の現況

延面積 敷地面積

㎡ ㎡

庁舎棟

鉄筋コンクリート造

4階建

訓練塔

鉄筋コンクリート造

5階建

大 田 消 防 署
三 瓶 出 張 所

大田市三瓶町志学
2075番地１

鉄骨造平屋建 284 1,325
R2.3.25
竣工

西 部 消 防 署
大田市温泉津町湯里

1590番地1
鉄骨造平屋建 667.86 3,701.70

R3.3.26
竣工

名     称 所  在  地
構　　造
階　　層

摘　要

消 防 本 部

（ 消 防 署 ）

大田市大田町大田
イ1番地1

2,977.38

5,609.06
H26.5.22

竣工

247.20

-　13　-



2.総　務　編



1.組織及び機構

消防本部の組織及び機構

警 防 係

消

防

本

部

市

長

副

市

長

消

防

長 警

防

課

消

防

次

長

通信指令１係

通信指令２係

危 険 物 係

総

務

課

庶 務 係

経 理 係

救 急 係

通
信
指
令
課

予

防

課

予 防 係
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消防署の組織及び機構

三瓶出張所

警 防 １ 係

警 防 ２ 係

予 防 １ 係

予 防 ２ 係

第 １ 分 隊

第 ２ 分 隊

消 防 １ 係

消 防 ２ 係

予 防 ２ 係

大田消防署 救急救助１係

救急救助２係

消 防 １ 係

消 防 ２ 係

予 防 １ 係

西部消防署
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2.事務分掌

1. 部内の組織機構に関すること。

2. 部内の議会及び政策企画会議に関すること。

3. 部内の条例、規則に関すること。

4. 公印の保管に関すること。

5. 部内の公文書の保存、廃棄に関すること。

6. 儀式及び表彰に関すること。

7. 消防統計及び消防沿革に関すること。

8. 要望及び投書の処理に関すること。

9. 消防長会及び消防協会に関すること。

10. 消防職員委員会に関すること。

11. 情報公開及び個人情報保護に関すること。

12. 寄付の採納に関すること。

13. 消防職員の給与及び手当に関すること。

14. 消防職員の安全衛生管理に関すること。

15. 消防職団員の任免、分限、懲戒及び服務に関すること。

16. 消防職団員の福利厚生及び健康管理に関すること。

17. 消防職団員の教養、入校及び研修に関すること。

18. 消防職団員の人事記録に関すること。

19. 消防職団員の公務災害補償及び賞じゅつ金に関すること。

20. 消防団員の報酬及び退職報償金に関すること。。

1. 消防施策の総合計画に関すること。

2. 予算及び決算に関すること。

3. 事務監査等に関すること。

4. 入札執行事務に関すること。

5. 契約に関すること。
6. 消防庁舎、施設の営繕に関すること。

7. 財産の取得及び処分に関すること。

8. 物品の購入、出納、保管及び処分に関すること。

9. 被服等貸与品に関すること。

10. 補助事業に関すること。

総　　　務　　　課

庶務係

経理係

区分
係
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1. 火災予防の企画立案及び防火指導に関すること。

2. 火災予防広報及び広聴に関すること。

3. 火災の原因及び損害調査に関すること。

4.

5. 建築物の確認等の同意及び指導に関すること。

6. 火災、防火対象物の統計及び報告に関すること。

7. 消防用設備等の届出、検査及び指導に関すること。

8. 防火管理者の育成及び指導に関すること。

9. 各種防火団体の指導及び育成に関すること。

1. 危険物災害防止の企画立案及び指導に関すること。

2. 危険物の規制、許認可、届出及び検査に関すること。
3. 危険物の貯蔵取扱い及び保安指導に関すること。

4. 危険物製造所等の改善及び指導に関すること。

5. 危険物保安監督者及び危険物取扱者の育成指導に関すること。

6. 危険物等による事故、災害等の調査及び報告に関すること。

7. 危険物関係の統計及び報告に関すること。

8. 火薬類の規制、許可、届出及び検査に関すること。

9. 高圧ガスの規制、許可、届出及び検査に関すること。

10. 液化石油ガスの規制、許可、届出及び検査に関すること。

11. 危険物保安協会の事務に関すること。

1. 救急業務の実施計画に関すること。

2. 救急統計及び報告に関すること。

3. 救急業務高度化の推進に関すること。

4.

5. 救急車両の設計及び仕様に関すること。

6. 応急手当の普及啓発に関すること。

7. 救急広報に関すること。

8. 医療機関との連絡調整に関すること。

9. ドクターヘリ、ドクターカーに関すること。

10. 保健及び災害医療に関すること。

救急係

メディカルコントロール協議会に関すること。

予　　防　　課

防火対象物の査察及び措置命令に関すること。

警　　防　　課

予防係

危険物係

区分区分
係

区分
係
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1. 火災、地震及び風水害等の警戒及び防ぎょに関すること。

2. 消防基本計画に関すること。

3. 消防車両等の設計及び仕様に関すること。

4. 消防水利の設置、指定に関すること。

5. 消防訓練の計画及び指導に関すること。

6. 水防に関すること。

7. 消防相互応援協定に関すること。

8. 緊急消防援助隊に関すること。

9. 島根県防災ヘリコプターに関すること。

10. 防災関係機関との災害に係る連絡調整に関すること。

11. 救助統計及び報告に関すること。

12. 消防団車両、機械器具の維持及び管理に関すること。

13. 消防団の出動に関すること。

1. 災害通報の受付及び出動指令に関すること。

2. 災害情報の収集及び連絡に関すること。

3. 消防通信の運用及び統制に関すること。

4. 消防通信施設等の整備計画及び管理に関すること。

5. 通報訓練及び技術の指導に関すること。

6. 救急医療情報の収集及び伝達に関すること。

7. 消防通信技術の調査研究に関すること。

8. 災害弱者緊急通報システムに関すること。

9. 消防通信の統計及び報告に関すること。

10. 通信業務に係る防火対象物等の支援情報及び資料作成に関すること。

11. 火災・災害等即報に関すること。

警防係

通信指令
１・２係

通　信　指　令　課

警　　防　　課
区分区分

係

係

区分
係
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1. 救急、救助活動及び報告に関すること。

2. 応急手当の指導に関すること。

3. 救急、救助資器材の管理、報告に関すること。

4. 救急、救助訓練に関すること。

1. 警防活動及び報告に関すること。

2. 消防車両、機械器具等の維持及び管理に関すること。

3. 職員の勤務編成、福利厚生等に関すること。

4. 消防車両等の燃料に関すること。

5. 罹災証明、救急証明その他軽易な証明に関すること。

6. 消防訓練（消防団含む）に関すること。

7. 職場見学及び体験に関すること。

8. 地理調査、消防水利点検整備及び報告に関すること。

1. 火災予防の活動、報告に関すること。

2. 自主防災組織の訓練指導に関すること。

3. 消防活動上支障となる施設及び設備の調査に関すること。

4. 火災予防条例に関すること。

5. 警防計画に関すること。

6. 軽微な火災原因及び損害調査に関すること。

7. 気象情報及び火災気象警報に関すること。

1. 大田消防署の各係に準ずる。

大　田　消　防　署

三　瓶　出　張　所

予防係

救急救助係

消防係

区分
係

区分
係
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1. 災害活動及び報告に関すること。

2. 応急手当の指導に関すること。

3. 救急資器材の管理、報告に関すること。

4. 地理調査、消防水利点検整備及び報告に関すること。

5. 警防計画に関すること。

1. 火災予防の活動、報告に関すること。

2. 自主防災組織の訓練指導に関すること。

3. 消防活動上支障となる施設及び設備の調査に関すること。

4. 火災予防条例に関すること。

5. 火災の原因及び損害調査に関すること。

6. 消防用設備等の設置指導に関すること。

7. 防火管理者の育成、指導に関すること。

8. 防火対象物の査察及び立入検査に関すること。

9. 建築物の確認等の同意及び指導に関すること。

1. 公印の管守に関すること。

2. 職員の勤務編成、福利厚生等に関すること。

3. 消防車両等の燃料に関すること。

4. 罹災証明、救急証明その他軽易な証明に関すること。

5. 職場見学及び体験に関すること。

6. 消防車両、機械器具等の維持及び管理に関すること。

7. 各種訓練に関すること。

8. 救助資器材の管理、報告に関すること。

9. 消防訓練（消防団含む）に関すること。

西　部　消　防　署

消防係

予防係

警防係

区分
係

区分
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3.消防職員配置状況

消　防 消　防 消　防 消　防 消　防

司令長 司　令 司令補 士　長 副士長

1 1

課　　長 1 1
課長補佐 1 1
庶務係長 1 1
経理係長 （1） （1）
主　　任 1 1
消 防 士 1 1
課　　長 1 1
課長補佐 1 1
予防係長 1 1
危険物係長 （1） （1）
主　　任 1 1
課    長 1 1
課長補佐

救急係長 1 1
警防係長 1 1
課    長 1 1
課長補佐
調整監 2 2

係　　長 2 2
主　　任 2 2
副 主 任 2 2

1 1
2 2

小 隊 長 3 3
分 隊 長 5 5
副分隊長 4 4
隊    員 3 3
小 隊 長 3 3
分 隊 長 4 4
副分隊長 4 4
隊    員 4 4
隊    長 （2） （2）
副 隊 長 （4） （4）
隊    員 （5） （3） （8）

1 1
1 1

分 隊 長 2 2
副分隊長 1 1
隊    員

分 隊 長 2 2
副分隊長 1 1
隊    員

1 1
2 2

小 隊 長 3 3
分 隊 長 3 3
副分隊長 1 1
隊    員 1 1
小 隊 長 3 3
分 隊 長 3 3
副分隊長 1 1
隊    員 1 1

1 1
1 1

1  16(2) 19(2) 24(4) 14(5) 10(3) 84(16)
※（　）は兼務職員、その他は主たる職務により集計

第
１
分
隊

第
２
分
隊

署 長

副 署 長

三

瓶

出

張

所

副 所 長

第
１
小
隊

第
２
小
隊

救
助
隊

大

田

消

防

署

所 長

市総務部危機管理課

計

西

部

消

防

署

署 長

副 署 長

第
１
小
隊

第
２
小
隊

防災航空隊派遣職員

通
信
指
令
課

大

田

市

消

防

本

部

計

消 防 長

消 防 次 長

予
　
防
　
課

警
防
課

消防士
               階級
　区分

総
　
務
　
課
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4.階級別勤務年数調

1 年 未 満

1 ～ 5 年 未 満

5 ～ 10 年 未 満

10 ～ 15 年 未 満

15 ～ 20 年 未 満

20 ～ 25 年 未 満

25 ～ 30 年 未 満

30 年 以 上

合　　　計

5.階級別年齢調

18 歳 ～ 19 歳

20 歳 ～ 24 歳

25 歳 ～ 29 歳

30 歳 ～ 34 歳

35 歳 ～ 39 歳

40 歳 ～ 44 歳

45 歳 ～ 49 歳

50 歳 ～ 54 歳

55 歳 ～ 59 歳

60 歳 ～ 65 歳

合　　　計

平均年齢

10

39.6

7 6 1

84 1 16 19 24 14

1 1

9 1 5 3

5 4 1

17 10 7

1

24 4 14 6

7 3 3

4

10 5 5

4

                     階　級

  年　齢
計

消　 防
司令長

消　防
司　令

消 　防
司令補

消　防
士　長

84 1 16 19 24 14 10

20 1 15 4

消　 防
副士長

消防士

4 1 3

8 8

24 4 20

18 4 14

5

3 3

5

                     階　級

  年　数
計

消　 防
司令長

消　防
司　令

消 　防
司令補

消　防
士　長

消　 防
副士長

消防士

2 2
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6.常備消防予算及び主要事業
（単位：千円）

当 初 予 算 額 主　　要　　事　　業

753,426

報 酬 ―

給 料 313,738

職 員 手 当 等 283,738

共 済 費 112,834

報 償 費 10

旅 費 1,380

需 用 費 21,416

役 務 費 6,315

委 託 料 6,921

使 用 料 及 び 賃 借 料 3,364

工 事 請 負 費 ―

備 品 購 入 費 116

負担金補助及び交付金 3,157

公 課 費 437

項　　　　　　　目

常　備　消　防　費

節

・消防施設設備等整備強化事業

令　　和　　５　　年　　度
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3.予　防　編



1.防火対象物現況調

現在数
査察実施
件　　数

防火管理者
選　任　数

イ 劇場、映画館等 3 2 3

ロ 公会堂又は集会場 58 14 33

イ キャバレー等 1

ロ 遊技場又はダンスホール 4 3

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗等

ニ 個室で客に利用させるカラオケボックス等 1 1

イ 待合、料理店等 1 1

ロ 飲食店 21 4 19

４ 百貨店、マーケット等 70 2 28

イ 旅館、ホテル、宿泊所等 25 21 12

ロ 寄宿舎、下宿又は共同住宅 124 6 2

イ 病院、診療所又は助産所 28 11 12

ロ 主として自力避難困難者が入所する社会福祉施設 15 11 14

ハ 上記ロ以外の社会福祉施設 56 51 24

ニ 幼稚園又は特別支援学校 2 1

７ 小学校、中学校、高等学校、各種学校等 58 34 19

８ 図書館、博物館、美術館等 10 4 5

イ 公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場等 1 1

ロ 上記イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場 1

１０ 停車場又は船舶若しくは航空機の発着場 3

１１ 神社、寺院、教会等 45 2 2

イ 工場又は作業場 210 3 11

ロ 映画スタジオ又はテレビスタジオ 2

イ 自動車車庫又は駐車場 15 2

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫

１４ 倉庫 170 4

１５ 前各項に該当しない事業場 320 53 24

イ 特定用途部分が存する複合用途対象物 133 30 34

ロ 上記イ以外の複合用途対象物 83 1 1

地下街

準地下街

１７ 重要文化財等 28 6 2

１８ 延長５０メートル以上のアーケード

１９ 市町村長の指定する山林

２０ 総務省令で定める舟車

1,487 261 253

６

防火対象物の区分

１

２

３

５

合　　　　　　　　　計

＊現在数のみ延べ面積150㎡以上（17項、18項は除く）を計上

９

１２

１３

１６

１６の２

１６の３
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2.数量別・類別製造所等設置数

屋
 

内
 

貯
 

蔵
 

所

屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
内
タ
ン
ク
貯
蔵
所

地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所

簡
易
タ
ン
ク
貯
蔵
所

移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所

屋
 

外
 

貯
 

蔵
 

所

給
 

油
 

取
 

扱
 

所

一
 

般
 

取
 

扱
 

所

販
 

売
 

取
 

扱
 

所

令和４年度 2 12 45 38 15 12 28 33 185

令和５年度 2 12 43 37 15 12 26 33 180

5倍以下 5 2 29 15 14

5倍をこえ
10倍以下 5 5 3 11 5 13

10倍をこえ
50倍以下 1 1 31 2 1 5 5

50倍をこえ
100倍以下 1 2 5

100倍をこえ
150倍以下 1 1 1 5

150倍をこえ
200倍以下 1

200倍をこえ
1,000倍以下 1 3 5 1

第 １ 類

第 ２ 類

第 ３ 類

第 ４ 類 2 12 43 37 15 12 26 33 180

第 ５ 類

第 ６ 類

類

別

製
 

 
　
造
　

 
 
所

計

取扱所貯蔵所

許
 
可

施
設
数

数

量

別

製造所等の別

数 量 類 別
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3.危険物製造所等の申請取扱件数

屋

外

屋

内

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

給

油

販

売

一

般

設　置 1 2 3

変　更 4 4 1 1 3 10 23

設　置 1 2 3

変　更 2 1 4 1 1 3 12 24

水　張

水　圧

6 1 2 8 2 6 6 22 53

4.消防事務手数料徴収状況

保 安 検 査 3

変 更

変 更 4

合 計 13

仮 使 用 及 び 仮 貯 蔵 ・ 仮 取 扱 19

72,000

426,500

36,000

11

設 置

変 更 4

高
圧
ガ
ス
規
制
事
務

種別

製造施設
設 置

合 計

貯 蔵 所

2,400

32,400

39,500

74,300

火
薬
類
規
制
事
務

種 別

譲 受 許 可

譲 受 消 費 許 可 6

消 費 許 可 （ 煙 火 ） 5

譲 渡 許 可 2

タ
ン
ク

検
 
査

計

3

合 計 61

変 更 14

完成検査前検査
タ ン ク 水 圧 検 査

タ ン ク 水 張 検 査

完成検査

製

造

所

貯蔵所 取扱所

許　可

件数

　
危
険
物
規
制
事
務

種　　別

製 造 所 等

設 置 3

変 更 22

設 置

許
 
可

完
 
成

検
 
査

200,250

計

金額（円）

108,000

金額（円）

415,100

許　　可

完成検査

金額（円）件数

件数

842,750

66,100

275,000

設 置

74,000

製造所等
の区分

許可等
区分
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5.各種届出処理状況

件　　　　　数

68

90

347

28

44

16

472

37

10

10

9

件　　　　　数

19

43

20

70

52

564

57

57

13

　工事整備対象設備等着工届出

法令関係届出処理状況

種　　　　　別

　防火管理者選任（解任）届出

　消防計画作成（変更）届出

　消防訓練通知書

　変電・発電、蓄電設備等設置届出

　消防用設備等設置届出

　消防用設備等検査済証交付

　消防用設備等点検結果報告

　防火対象物点検結果報告

　防火対象物点検報告特例認定申請

　圧縮アセチレンガス等の貯蔵取扱の届出

　危険物保安監督者選任（解任）届出

火災予防条例届出処理状況

種　　　　　別

　防火対象物使用開始届出

　火を使用する設備等の設置届出

　少量危険物・指定可燃物貯蔵取扱い廃止届出

　ネオン管灯設備設置届出

　水素ガスを充てんする気球の設置届出

　火災とまぎらわしい行為の届出

　煙火打上げ・仕掛け届出

　催物開催届出

　水道断・減水届出

　道路工事届出

　指定洞道等届出

　火災予防上必要な業務に関する計画提出

　露店等の開設届出

　少量危険物・指定可燃物貯蔵取扱い届出

広報活動等実施状況

区　　分 実施回数 備　　考

市広報誌掲載 10 　火災予防運動・各種試験案内等

訓 練 指 導 147 　旅館・保育園・学校等

音 声 広 報 224 　火災予防運動・気象状況に伴う広報等

巡 回 広 報 177 　火災予防運動・歳末警戒等

防 火 チ ラ シ 6 　火災予防運動・住警器啓発等

消防施設見学 14 　小学校・幼稚園等

防火ポスター 8 　火災予防運動・住警器啓発等

防 火 看 板 13 　火災予防・住警器啓発等
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4.警　防　編



1.火災

計
大　田
消防署

西　部
消防署

三　瓶
出張所

9 10 7 6 4 2 1 1

4 7 4 3 4 4

2 2 1 1

9 8 9 9 9 6 3

22 25 22 20 18 13 4 1

床面積(㎡) 1,721 1,457 549 17,565 792 646 146

表面積(㎡) 126 1 3 53 25 27 1

棟　数 27 17 11 8 10 6 3 1

26 461 10 69 99 99

11 11 7 2 3 2 1

22 16 16 3 6 5 1

3 1 1

1 3 1 1

124,005 94,587 11,009 412,451 11,953 7,332 4,487 134

53 3 3

220 1,174 1,272 132 130 130

811 322 200 31 1 1

125,089 96,083 12,481 412,614 12,087 7,465 4,488 134

概　要 （令和元年～令和５年中）

　　　　　　　　年・署所

　区分
令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

令和５年

死 者

火

災

件

数

建 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

計

焼

損

面

積

建
　
物

林野（ａ）

罹 災 世 帯

罹 災 人 員

負 傷 者

損

害

額

（

千

円

）

建 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

計
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出火原因別火災件数・損害額
（令和５年中）

た き 火 12 6

火 入 れ 1

た ば こ

コ ン ロ

ス ト ー ブ

電 気 機 器 2 140

配 線 器 具

マ ッ チ ・ ラ イ タ ー

放 火 ・ 放 火 疑 い

そ の 他 2 4,617

不 明 1 7,324

合　　　　　　　　　　計 18 12,087

　　　　　　　　 　区分
　原因別

出火件数
損害額
（千円）

-　29　-



町別火災件数及び損害額

計
建

物

林

野

車

両

船

舶

そ
の
他

建
物

（
㎡

）

林
野

（
ａ

）

計
（千円）

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ
の
他

1 1 2 2

1 1

1 1

1 1 91 3 3

2 1 1 1

1 1 1

1 1 646 2 7,324 7,324

1 1

2 1 1 136 6 130

1 1 4

池　田 1 1 134 134

志　学

多　根 1 1

湯　里 1 1

温泉津

井　田 2 1 1 146 4,488 4,487 1

福　波

仁　万 1 1

宅　野

大　国

馬　路

18 4 4 1 9 792 99 12,087 11,953 3 130 1

仁

摩

町

合 計

※建物の焼損面積は床面積を計上している

水 上 町

祖 式 町

大 代 町

三

瓶

町

山 口 町

温

泉

津

町

大 森 町

川 合 町

大 屋 町

久 利 町

富 山 町

朝 山 町

波 根 町

久 手 町

鳥 井 町

長 久 町

静 間 町

五十猛町

大 田 町

（令和５年中）
　
           区分

　 町別

火　　災　　件　　数 焼損面積 損　　害　　額
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月別町別火災発生状況

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1 2

1 1

1 1

1 1

1 1 2

1 1

池　田 1 1

志　学

多　根 1 1

湯　里 1 1

温泉津

井　田 1 1 2

福　波

仁　万 1 1

宅　野

大　国

馬　路

1 3 4 3 1 1 2 3 18

久 利 町

（令和５年中）

　　　　　　 月
　町別

大 田 町

川 合 町

大 屋 町

大 代 町

富 山 町

朝 山 町

波 根 町

久 手 町

鳥 井 町

長 久 町

静 間 町

五十猛町

大 森 町

水 上 町

祖 式 町

三

瓶

町

山 口 町

温

泉

津

町

仁

摩

町

合 計
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2.救急

(令和５年中）

火

　
　
災

自

然

災

害

水

　
　
難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

　
　
害

自

損

行

為

急

　
　
病

そ

の

他

令和元年 1,916 1,868 4 90 22 17 257 1 13 1,119 393 5.25 5.12

令和２年 1,682 1,628 3 6 67 10 3 265 3 15 949 361 4.61 4.46

令和３年 1,743 1,703 1 1 3 73 15 8 276 14 1,003 349 4.78 4.67

令和４年 1,948 1,889 1 78 20 6 304 5 10 1,175 349 5.34 5.18

令和５年 2,098 2,045 1 69 20 7 313 1 13 1,272 402

１月 191 186 6 21 130 34

２月 148 137 1 4 1 29 2 83 28

３月 160 160 5 1 1 17 1 100 35

４月 151 146 5 1 24 1 82 38

５月 161 158 9 23 1 94 34

６月 142 139 2 3 1 32 1 75 28

７月 185 180 3 2 3 22 1 124 30

８月 243 241 9 2 34 2 157 39

９月 157 151 12 1 1 26 3 88 26

１０月 196 193 6 5 29 2 103 51

１１月 172 169 6 2 1 31 98 34

１２月 192 185 2 2 25 138 25

概　要

 　    区分

 年・月

出
場
件
数

搬
送
人
員

事   故   種   別

5.75 5.60

　（その他・・・転院、医師・資器材搬送及び分類不能のもの）

出
場
件
数
１
日
平
均

搬
送
人
員
１
日
平
均
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署所別救急出場件数及び搬送人員
(令和５年中）

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

件

数
1,642 57 13 5 216 1 7 954 389

人

員
1,611 63 13 5 212 1 2 926 389

件

数
366 1 9 5 1 83 4 252 11

人

員
356 8 5 1 84 3 245 10

件

数
90 3 2 1 14 2 66 2

人

員
78 3 2 1 12 59 1

件

数
2,098 1 69 20 7 313 1 13 1,272 402

人

員
2,045 74 20 7 308 1 5 1,230 400

比

率

％

出

場

件

数

100.0% 0.05% 3.29% 0.95% 0.33% 14.92% 0.05% 0.62% 60.63% 19.16%

（その他・・・転院、医師・資器材搬送及び分類不能のもの）

合

計

大

田

消

防

署

三

瓶

出

張

所

西

部

消

防

署

事故種別

署所名
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月別出場件数及び搬送人員
(令和５年中）

合

計

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
　
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

急
 
 
病

そ
 

の
 

他

件 数 191 6 21 130 34

人 員 186 7 20 126 33

件 数 148 1 4 1 29 2 83 28

人 員 137 4 1 27 1 77 27

件 数 160 5 1 1 17 1 100 35

人 員 160 6 1 1 18 1 98 35

件 数 151 5 1 24 1 82 38

人 員 146 6 1 23 1 78 37

件 数 161 9 23 1 94 34

人 員 158 9 23 1 91 34

件 数 142 2 3 1 32 1 75 28

人 員 139 2 3 1 32 73 28

件 数 185 3 2 3 22 1 124 30

人 員 180 2 2 3 23 120 30

件 数 243 9 2 34 2 157 39

人 員 241 11 2 34 1 153 40

件 数 157 12 1 1 26 3 88 26

人 員 151 13 1 1 25 85 26

件 数 196 6 5 29 2 103 51

人 員 193 6 5 28 1 101 52

件 数 172 6 2 1 31 98 34

人 員 169 6 2 1 31 96 33

件 数 192 2 2 25 138 25

人 員 185 2 2 24 132 25

件 数 2,098 1 69 20 7 313 1 13 1,272 402

人 員 2,045 74 20 7 308 1 5 1,230 400

（その他・・・転院、医師・資器材搬送及び分類不能のもの）

４月

５月

６月

11月

１月

２月

３月

12月

計

７月

８月

９月

10月

月別

事故種別
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町別救急出場件数
(令和５年中）

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

668 14 4 5 60 2 283 300

106 4 1 10 1 83 7

14 4 10

58 3 11 43 1

27 4 1 22

28 2 6 19 1

126 1 11 57 57

166 9 28 2 116 11

87 3 22 62

184 12 4 27 129 12

51 3 1 6 41

62 8 8 46

16 4 12

19 4 15

29 2 7 19 1

14 6 8

池田 38 4 1 5 27 1

志学 34 1 7 1 25

多根 7 4 2 1

13 1 2 10

湯里 37 11 26

温泉津 60 1 11 1 47

井田 23 12 1 9 1

福波 28 1 1 3 4 19

仁万 122 2 1 1 20 2 86 10

宅野 34 1 6 27

大国 21 2 6 13

馬路 25 1 7 17

1 1

2,098 1 69 20 7 313 1 13 1,272 402

（その他・・・転院、医師・資器材搬送及び分類不能のもの）

水 上 町

管 轄 外

合 計

祖 式 町

川 合 町

大 森 町

久 利 町

朝 山 町

富 山 町

大 田 町

長 久 町

静 間 町

波 根 町

五十猛町

久 手 町

大 屋 町

鳥 井 町

山口町

仁

摩

町

温

泉

津

町

大 代 町

三
瓶
町

事故種別

町 別
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年齢・傷病程度別搬送人員
(令和５年中）

年
齢
区
分

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

死 亡

重 症 1 1

中 等 症

軽 症 1 1

そ の 他

死 亡

重 症 4 3 1

中 等 症 16 11 5

軽 症 24 7 17

そ の 他

死 亡

重 症 2 1 1

中 等 症 22 4 1 3 11 3

軽 症 23 5 3 4 10 1

そ の 他

死 亡 5 5

重 症 46 3 2 22 19

中 等 症 163 13 7 17 1 72 53

軽 症 142 15 4 3 13 2 102 3

そ の 他

死 亡 26 3 23

重 症 189 3 15 1 108 62

中 等 症 1,018 13 3 168 603 231

軽 症 363 21 3 76 243 20

そ の 他

死 亡 31 3 28

重 症 242 3 3 16 1 2 133 84

中 等 症 1,219 30 10 1 188 1 697 292

軽 症 553 41 7 6 101 2 372 24

そ の 他

2,045 74 20 7 308 1 5 1,230 400

（程度別：その他・・・医師の診断がないもの及び医療機関以外の場所へ搬送したもの）

合　　　計

高

齢

者

新

生

児

（区    分：その他・・・転院、医師・資器材搬送及び分類不能のもの）

乳

幼

児

少

 
年

計

成

 
人

事故種別

傷病程度

傷病程度
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ドクターヘリ地区別搬送人員
(令和５年中）

合

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

21 1 1 9 10

4 1 3

1 1

3 1 2

5 4 1

6 2 4

4 4

4 1 1 2

4 1 3

1 1

1 1

1 1

池田 3 1 1 1

志学 1 1

多根

2 2

湯里

温泉津 3 3

井田 3 3

福波 4 1 3

仁万 4 4

宅野 2 1 1

大国 2 2

馬路

79 5 4 8 51 11

138 7 6 18 94 13要請件数

（その他・・・転院、医師・資器材搬送及び分類不能のもの）

管 轄 外

大 代 町

三
瓶
町

山口町

温

泉

津

町

仁

摩

町

合　　　計

波 根 町

久 手 町

鳥 井 町

長 久 町

静 間 町

祖 式 町

五十猛町

大 森 町

水 上 町

朝 山 町

大 田 町

川 合 町

大 屋 町

久 利 町

富 山 町

事故種別

町 別
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3.救助

概　要 (令和５年中）

火 災

交 通 事 故 12 109 2 13 2 12 2 7 21

水 難 事 故 0

風 水 害 等
自 然 災 害

0

機 械 に
よ る 事 故

2 14 1 8 0 2 2 4

建 物 等 に
よ る 事 故

0

ガ ス 及 び
酸 欠 事 故

0

破 裂 事 故 0

そ の 他 の 事 故 8 70 6 41 6 5 2 8 3 18

合 計 22 193 9 62 8 19 2 2 17 3 43

防災ヘリコプター要請件数

事 故 種 別 合計

平成６年～３０年 46

令 和 元 年 5

令 和 ２ 年 3

令 和 ３ 年 3

令 和 ４ 年 6

令 和 ５ 年 4

合 計 67

出　　動　　車　　両

5 20 5

そ
の
他
の
車
両

消

防

団

車

両

※島根県防災航空隊発隊：平成６年４月１日

活

動

人

員

救

助

人

員

救

助

工

作

車

1

合

計

出

動

人

員

指
揮
車
・
指
令
車

救

急

自

動

車

区　分

活

動

件

数

出

動

件

数

活　　動　　状　　況

火 災 救 助 捜 索

　（平成６年４月～令和５年１２月３１日）

消
防
ポ
ン
プ

 
　
　
自
動
車

化

学

車

転院搬送現場救急搬送

4 12

2 1

18 124636

6

その他

12

4

2 2
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4.消防

消防車両現有数

区  分 車　　名 車　　　種 型　　　　式 排気量 ポンプ級別 初年度登録

大田救急１　（ﾄﾖﾀ） 高規格救急車 3BF-TRH226S 2,690cc R3.4

大田救急２　（日産） 高規格救急車 CBF-FPWGE50改 3,490cc H27.11

大田救急３　（ﾄﾖﾀ） 高規格救急車 CBF-TRH226S 2,690cc H30.9

大田化学１　（ｲｽｽﾞ） 化学消防車 ㏍-FSR33G4V 8,220cc A-2 H12.11

大田タンク１（日野） 水槽付ﾎﾟﾝﾌﾟ車 2KG-GX2ABA 5,120cc A-2 R2.2

大田ポンプ１（日野） 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 BDG-XZU378M 4,000cc A-2 H21.10

大田ポンプ２（日野） 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 BDG-XZU378M 4,000cc A-2 H19.10

大田林野１　（ﾄﾖﾀ） 林野火災工作車 LDF-KDY281 2,980cc H30.10

大田救助１　（ｲｽｽﾞ） 救助工作車 ㏍-FSR34G4 7,790cc H15.1

大田指揮１ （ﾀﾞｲﾊﾂ） 消防指揮車 3BD-S710V 650cc R5.1

大田支援１　（ﾄﾖﾀ） 指揮支援車 CBF-TRH226S 2,690cc H24.10

大田広報１　（日産） 広報車 CBE-VAY12 1,240cc H25.3

大田広報２　（ﾄﾖﾀ） 広報車 GE-RZH112V 1,990cc H12.10

大田軽２　   (三菱) ― GBD-U62V 650cc H22.2

大田軽３　   (ﾏﾂﾀﾞ) ― EBD-DG64V 650cc H24.2

西部救急１　（ﾄﾖﾀ） 高規格救急車 CBF-TRH226S 2,690cc H23.9

西部救急２　（日産） 高規格救急車 CBF-FPWGE50改 3,490cc H24.12

西部ポンプ１（日野） 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 PD-XZU378M 4,000cc A-2 H17.１

西部指揮１　（日産） 消防指揮車 EBD-DR64V 650cc H26.8

三瓶救急１　（ﾄﾖﾀ） 高規格救急車 CBF-TRH226S 2,690cc H25.10

三瓶ポンプ１（日野） 消防ﾎﾟﾝﾌﾟ車 SKG-XZU685M 4,000cc A-2 H23.11

大

田

消

防

署

西

部

消

防

署

三
瓶
出
張
所
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無線通信施設

【基 地 局】

空中線電力 計

20W

20W

20W

10W/20W

【陸上移動局】

大田消防署
大田消防署
三瓶出張所

西部消防署 小　計 合　計

1 1 2局

11 2 4 1７局

1 1局

16 3 4 23局

1 1局

1 1局

1 1局

4局

可 搬 型
（10W）

可 搬 型
（10W）

アナログ

携 帯 型
（5W）

46局

デジタル

携 帯 型
（5W）

半固定型
（5W）

高山中継局

三瓶中継局

邑南中継局

江津中継局

車 載 型
（5W）

車 載 型
（10W）

デジタル
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消防水利地区別状況

100ｔ以上
60ｔ以上
100t未満

40ｔ以上
60ｔ未満

20ｔ以上
40ｔ未満

79 1 1 24 8 1 2

28 1 9 7 1

12 7 8 1

15 1 5 1 1

52 5 17 10 2

12 7 4 1

18 11 3 1

11 8 1

2 3 5

2 3 1

4 2

多根 7 2 1

池田 7 1 6 4 1

志学 5 7 2 1

12 6 5

1 1

39 2 1

1 2 2 2

2 2 1

2 3 1 2 2 1

温泉津 29 12 3 1

湯里 12 5 1 1

井田 16 4 1

福波 28 2 7 3

仁万 85 14 6

宅野 22 10 3 2

大国 15 4

馬路 34 14 6

536 5 11 202 79 1 38

三
瓶
町

公設消火栓536基の内150ｍｍ未満285基

 
　
 町　別

久利町

消 火 栓
（公 設）

防火水槽（公 設）

五十猛町

大屋町

指定
水利

川合町

水上町

祖式町

大代町

その他

大森町

朝山町

富山町

山口町

指定水利は三瓶川　その他の水利内訳は河川・港・プール

温
泉
津
町

大田町

長久町

静間町

鳥井町

久手町

波根町

合　計

仁
 
摩
 
町

区 分
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5.消　防　団　編



1.大田市消防団の沿革

西暦 元号 月 日 主　　な　　出　　来　　事

旧大田市消防団の沿革

1954 昭和29 1 1 安濃郡大田町、久手町、長久村、鳥井村、波根東村、川合村及び邇摩郡久利
村、静間村の２町６ヵ村による第１次合併する。

4 1 安濃郡佐比売村、朝山村、富山村、簸川郡山口村の４ヵ村による第２次合併
する。

4 3 大田市大田町、久手町、長久村、鳥井村、波根東村、川合村、佐比売村、朝
山村、富山村、邇摩郡久利村、静間村、簸川郡山口村１２ヵ町村により大田
市消防団が発足する。
編　成　　１２分団　　団員数１，４５７人
装　備　　 自動車ポンプ　　　　　　５台
　　　　　 可搬式動力ポンプ　　　２２台
　　　　　 手引動力ポンプ　　　　　７台
　　　　　 腕用ポンプ　　　　　　５１台

1955 昭和30 2 11 日本消防協会から表彰旗を受賞した。

5 3 第１回島根県消防操法競技大会にて手引消防ポンプ操法の部３位入賞した。

7 8 島根県消防協会から表彰旗の副賞として鳶を授与された。

10 1 消防装備の拡充強化に伴う、第２次機構改革する。
編　成　　１２分団　 　団員数　７２７人
装　備　　 自動車ポンプ　　　　　　５台
　　　　　 可搬式動力ポンプ　　　３９台
　　　　　 手引動力ポンプ　　　　　７台
　　　　　 腕用ポンプ　　　　　　　３台

1956 昭和31 4 8 第２回島根県消防操法大会にて自動車ポンプの部優勝する。

4 28 第２回中国５県消防ポンプ操法大会にて自動車ポンプの部優勝する。

9 30 邇摩郡五十猛村、大屋村、大森町、邑智郡祖式村の１町３村を編成し第３次
合併する。
編　成　１６分団　　　団員数　　９５２人

1957 昭和32 8 20 島根県消防協会から第１線竿頭綬を授与された。

1958 昭和33 12 30 邑智郡川本町大代地区を編入合併する。
編　成　１７分団　　団員数　１，０３２人

1959 昭和34 4 8 第５回島根県消防操法大会にて手引動力ポンプの部優勝、自動車ポンプの部
３位入賞した。

1962 昭和37 1 5 島根県消防協会から第３線竿頭綬を授与された。

7 第８回島根県消防操法大会（川本町）に大代分団が出場する。

1963 昭和38 5 7 第９回島根県消防操法大会にて可搬動力ポンプの部３位入賞した。
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西暦 元号 月 日 主　　な　　出　　来　　事

1964 昭和39 10 1 常備消防の拡充強化に伴う第３次機構改革する。
編　成　　１７分団　　　団員数　６４３人
装　備　　輸送車　　　　　　　　　　６台
　　　　　可搬式動力ポンプ　　　　６７台
　　　　　手引動力ポンプ　　　　　　４台

11 27 分団管轄区域を見直し、水上、多根、志学分団を編成し２０分団とする。

1965 昭和40 12 28 小型動力ポンプ輸送車２台購入、波根・久手分団に配置する。

1966 昭和41 1 6 島根県消防協会から第４線竿頭綬を授与された。

6 13 小型動力ポンプ輸送車１台購入、富山分団に配置する。

1967 昭和42 3 3 消防庁長官から消防機関に竿頭綬を授与された。

7 13 小型動力ポンプ輸送車１台購入、久手分団に配置する。

1968 昭和43 7 第１４回島根県消防操法大会（江津市）に山口分団が出場する。

1969 昭和44 1 6 島根県消防協会より第５線竿頭綬を授与された。

12 1 小型動力ポンプ輸送車２台購入、山口・祖式分団に配置する。

1970 昭和45 11 6 小型動力ポンプ輸送車２台購入、久利・大屋分団に配置する。

1971 昭和46 10 29 小型動力ポンプ輸送車４台購入、多根・朝山・大森・水上分団に配置する。

12 4 昭和４６年６・７月の豪雨災害の功績により島根県知事から表彰状を授与さ
れた。

1972 昭和47 9 5 小型動力ポンプ積載車５台購入、池田・久手・鳥井・長久・静間分団に配置
する。

9 8 昭和４６年６・７月の豪雨災害の功績により内閣総理大臣から表彰状を授与
された。

1973 昭和48 1 6 島根県消防協会より第６線竿頭綬を授与された。

4 20 小型動力ポンプ輸送車１台購入、大田分団に配置する。

7 18 小型動力ポンプ輸送車１台購入、五十猛分団に配置する。

1974 昭和49 7 第２０回島根県消防操法大会（斐川町）に山口分団が出場する。

8 9 小型動力ポンプ輸送車２台購入、川合・大代分団に配置する。

1975 昭和50 7 17 小型動力ポンプ輸送車２台購入、志学分団に配置、久手分団更新する。

7 第２１回島根県消防操法大会（金城町）に山口分団が出場する。
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西暦 元号 月 日 主　　な　　出　　来　　事

1975 昭和50 7 22 小型動力ポンプ輸送車２台購入、久利・大屋分団に配置する。

1976 昭和51 2 1 昭和５０年７月の豪雨災害の功績により建設大臣から表彰状を授与された。

7 第２２回島根県消防操法大会（広瀬町）に多根分団が出場する。

1977 昭和52 7 第２３回島根県消防操法大会（津和野町）に多根分団が出場する。

1978 昭和53 7 第２４回島根県消防操法大会（横田町）に長久分団が出場する。

9 5 小型動力ポンプ輸送車１台更新、久手分団に配置する。

1979 昭和54 7 第２５回島根県消防操法大会（邑智町）に多根分団が出場し６位となる。

1980 昭和55 4 1 大田市消防団ラッパ隊発足する。隊長以下１２名。

7 第２６回島根県消防操法大会（玉湯町）に朝山分団が出場し８位となる。

9 5 小型動力ポンプ輸送車１台購入、大代分団に配置する。

1981 昭和56 3 4 消防庁長官から消防機関に消防旗を授与された。

6 18 小型動力ポンプ輸送車１台更新、富山分団に配置する。

7 第２７回島根県消防操法大会（浜田市）に長久分団が出場する。

1982 昭和57 1 5 島根県消防協会より第７線竿頭綬を授与された。

2 10 日本消防協会より竿頭綬を授与された。

7 30 小型動力ポンプ輸送車２台更新、山口・祖式分団に配置する。

7 島根県消防大会（佐田町）に大代分団が出場する。

11 1 消防団活動の拠点施設として消防センターを竣工する。

1983 昭和58 7 16 小型動力ポンプ輸送車２台更新、川合・大代分団に配置する。

1984 昭和59 6 8 小型動力ポンプ輸送車１台更新、志学分団に配置する。

7 第２８回島根県消防操法大会（安来市）に大代分団が出場する。

1985 昭和60 7 第２９回島根県消防操法大会（江津市）に長久分団が出場する。

8 21 小型動力ポンプ輸送車２台更新、大森・池田分団に配置する。

9 2 小型動力ポンプ４台更新、朝山・大屋・祖式・大代分団に配置する。

1986 昭和61 7 8 小型動力ポンプ輸送車２台更新、長久・水上分団に配置する。
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西暦 元号 月 日 主　　な　　出　　来　　事

1986 昭和61 7 27 第３０回島根県消防操法訓練大会（出雲市）において長久分団が出場し小型ポ
ンプの部５位入賞する。

1987 昭和62 1 24 小型動力ポンプ１台更新、波根分団に配置する。

4 1 緊急伝達システムを導入し、防災無線の整備を図る。

6 29 小型動力ポンプ輸送車３台更新、大田・池田・静間分団に配置する。

7 15 小型動力ポンプ輸送車１台更新、鳥井分団に配置する。

7 26 第３１回島根県消防操法訓練大会（桜江町）において久手分団が出場し、優勝
する。

1988 昭和63 7 第３２回島根県消防操法訓練大会（美保関町）において久手分団が出場し、小
型ポンプの部８位となる。

9 17 小型動力ポンプ１台更新、大代分団に配置する。

1989 平成元 8 27 第３３回島根県消防操法訓練大会（日原町）において小型ポンプの部大代分団
２位入賞する。

10 20 小型動力ポンプ輸送車２台更新、久利・大屋分団に配置する。

1990 平成2 6 27 	小型動力ポンプ輸送車２台更新、山口・久手分団に配置する。

7 第３４回島根県消防操法大会（東出雲町）に久利分団が出場し２０位となる。

1991 平成3 3 30 小型動力ポンプ輸送車２台更新、富山・大代分団に配置する。

8 25 第３５回島根県消防操法大会（大田市）に久手分団が出場し、小型ポンプの部
２位入賞する。

1992 平成4 1 5 島根県消防協会から第８線竿頭綬を授与された。

7 第３６回島根県消防操法大会（宍道町）に久利分団が出場し、小型ポンプの部
２３位となる。

8 8 島根県知事から消防機関に表彰旗を授与された。

8 19 小型動力ポンプ輸送車１台更新、久手分団に配置する。

1993 平成5 6 29 小型動力ポンプ輸送車１台更新、波根分団に配置する。

7 第３７回島根県消防操法大会（三隅町）に久手分団が出場し、小型ポンプの部
７位となる。

7 20 小型動力ポンプ１台更新、朝山分団に配置する。

1994 平成6 7 20 小型動力ポンプ１台更新、富山分団に配置する。
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西暦 元号 月 日 主　　な　　出　　来　　事

1994 平成6 7 第３８回島根県消防操法大会（仁多町）に久利分団が出場し、小型ポンプの
部５位入賞する。

8 22 日本消防協会より普通自動車（１８００ｃｃ）の寄贈を受けた。

1995 平成7 7 14 小型動力ポンプ輸送車１台更新、多根分団に配置する。

7 第３９回島根県消防操法大会（仁摩町）に久利分団が出場し、小型ポンプの
部１３位となる。

1996 平成8 7 第４０回島根県消防操法大会（西郷町）に波根分団が出場し、小型ポンプの
部２６位となる。

12 12 小型動力ポンプ２台更新、静間・五十猛分団に配置する。

1997 平成9 2 14 日本消防協会から竿頭綬を授与された。

7 第４１回島根県消防操法大会（六日市町）に波根分団が出場し、小型ポンプ
の部２０位となる。

12 19 小型動力ポンプ輸送車１台購入、大田分団に配置する。
小型動力ポンプ輸送車２台更新、富山・志学分団に配置する。
小型動力ポンプ３台更新、鳥井・多根・祖式分団に配置する。

1998 平成10 7 第４２回島根県消防操法大会（三刀屋町）に久手分団が出場し、小型ポンプ
の部１６位となる。

1999 平成11 1 7 小型動力ポンプ輸送車１台購入、志学分団に配置する。
小型動力ポンプ輸送車２台更新、山口・朝山分団に配置する。
小型動力ポンプ３台更新、大田・池田・山口分団に配置する。

7 第４３回島根県消防操法大会（川本町）に波根分団が出場し、小型ポンプの
部１２位となる。

11 25 小型動力ポンプ１台更新、鳥井分団に配置する。

12 13 小型動力ポンプ３台更新、富山・志学・大代分団に配置する。

2000 平成12 1 6 小型動力ポンプ輸送車２台更新、祖式・大代分団に配置する。

4 1 大田市消防団機構改革検討委員会を設置する。

7 第４４回島根県消防操法大会（平田市）に波根分団が出場し、小型ポンプの
部１２位となる。

8 10 小型動力ポンプ輸送車３台更新、大田・川合・五十猛分団に配置する。
小型動力ポンプ４台更新、川合・長久・久利・五十猛分団に配置する。

2001 平成13 8 4 第４５回島根県消防操法大会において（柿木村）小型ポンプの部、大代分団
４位入賞する。
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2001 平成13 8 10 小型動力ポンプ輸送車３台更新。長久・大森・水上分団に配置する。
小型動力ポンプ3台更新。大田・久手・静間分団に配置する。

2002 平成14 8 4 第４６回島根県消防操法大会（簸川町）に祖式分団が出場し、小型ポンプの
部１９位となる。

9 24 小型動力ポンプ３台更新。大屋・川合・静間分団に配置する。
小型動力ポンプ輸送車２台更新。大代・池田分団に配置する。
小型動力ポンプ輸送車４台増車。多根・波根・川合・静間分団に配置する。

2003 平成15 8 4 第４７回島根県消防操法大会（旭町）に祖式分団が出場し、小型ポンプの部
１９位となる。

10 1 大田市消防団平成第１次機構改革により、消防団員数を６４３人から５５７
人とする。又､班数を６９班から６０班とする。

10 10 静間分団に消防格納庫新築する。

10 30 大屋分団に消防格納庫新築する。

11 4 大田市消防団平成第１次機構改革に伴う小型動力ポンプ輸送車５台増車
（普１､軽４）及び軽１台更新。大田（普)・鳥井・池田・五十猛・水上分団
に増車配置及び久手分団に更新配置する。
小型動力ポンプ３台更新。多根・静間・大代分団に配置する。

2004 平成16 8 29 第４８回島根県消防操法大会（八雲村）に長久分団が出場し１６位となる。

11 4 小型動力ポンプ３台更新。久手・池田・富山分団に配置する。
大田市消防団平成第２次機構改革に伴う小型動力ポンプ輸送車５台増車。
普通車を大屋・静間分団に、軽自動車を川合・五十猛・祖式分団に各配置す
る。

11 10 五十猛分団､静間分団及び長久分団に消防格納庫新築する。

2005 平成17 8 7 第４９回島根県消防操法大会（邑南町）に大代分団が出場し４位となる。

10 1 大田市・温泉津町・仁摩町１市２町の合併により新大田市となり、消防団員
数を８４４名とする新大田市消防団が発足する。

旧温泉津町消防団の沿革

1954 昭和29 4 1 井田村、福波村、温泉津町、湯里村の４町村が合併し、消防団員数３３６名
とする温泉津町消防団が発足する。

1958 昭和33 4 1 	腕用ポンプ、手引動力ポンプ、小型動力ポンプへの切り替え等により消防団
員数２６３名となる。

1962 昭和37 4 1 消防団員数２２７名となる。

1982 昭和57 4 1 消防団員数１８４名となり、消防自動車３台、小型動力ポンプ積載車１４
台、小型動力ポンプ１４台を配備する。
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2005 平成17 10 1 １市２町合併により新大田市消防団として現在に至る。

旧仁摩町消防団の沿革

1954 昭和29 4 1 	仁万村、宅野村、大国、馬路村消防団の４消防団が合併し、仁摩町消防団が
発足する。

2005 平成17 10 1 １市２町合併により新大田市消防団として現在に至る。

大田市消防団の沿革（合併後）

2005 平成17 10 1 大田市・温泉津町・仁摩町１市２町の合併により新大田市となり、消防団員
数を８４４名とする新大田市消防団が発足する。

11 1 志学分団、久手分団、水上分団に消防格納庫新築する。

11 25 輸送車２台更新。軽自動車を鳥井・久利分団に、小型動力ポンプを長久分団
に更新配置する。
大田市消防団平成第２次機構改革に伴う輸送車４台増車。
普通車を朝山分団に、軽自動車を久手・大代・長久分団に各配置する。

2006 平成18 3 1 大田消防署より山口分団へ４ＷＤ車を配置し、山口分団の輸送車を五十猛分
団へ配置する。

8 6 	第５０回島根県消防操法大会（加茂町）に大田地区代表久手分団、温泉津地
区代表湯里分団が出場し、久手分団が５位となる。

11 2 久手分団に消防格納庫新築する。

11 8 長久分団に消防格納庫新築する。

12 18 輸送車４台購入（内軽３台更新、内軽１台増車）更新軽３台を大屋・静間・
山口分団へ配置する。増車分（軽１台）を富山分団へ配置する。

2007 平成19 3 15 長久分団に消防格納庫新築する。

3 16 普通輸送車１台購入（増車）長久分団へ配置する。

8 5 第５１回島根県消防操法大会（益田市）に大田地区代表井田･長久分団が出場
し、長久分団８位、井田分団１０位となる。

8 31 普通輸送車１台購入（増車）五十猛分団へ配置する。

10 24 久利分団に消防格納庫を新築する。

11 6 	山口分団に消防格納庫を新築する。

12 20 軽輸送車４台購入（更新）久手・大代・富山分団（増車)・久利分団へ配置す
る。小型動力ポンプ２台購入（更新）久手・五十猛分団へ配置する。
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西暦 元号 月 日 主　　な　　出　　来　　事

2008 平成20 8 3 第５２回島根県消防操法大会（出雲市）に大田地区代表久手・温泉津分団が出場
し、久手分団６位、温泉津分団１６位となる。

8 21 普通輸送車１台購入（更新）湯里分団へ、軽輸送車１台購入（更新）大国分団へ
配置する。
小型動力ポンプ４台購入（更新）大田・長久・水上・大代分団へ配置する。

2009 平成21 8 9 第５３回島根県消防操法大会（大田市）に大田地区代表久手・大代分団が出場
し、久手分団４位、大代分団１３位となる。

11 26 軽輸送車１台購入（更新）井田分団へ配置する。
小型動力ポンプ３台購入（更新）川合・志学・久利分団へ配置する。

2010 平成22 2 10 日本消防協会より表彰旗を授与された。

2 16 総務省消防庁より消防団救助資機材１セットを無償貸与される。

3 31 大国分団に消防格納庫を新築する。

4 7 総務省消防庁より消防団救助資機材搭載型車両（小型動力ポンプ積載）を無償貸
与される。

8 1 第５４回島根県消防操法大会（安来市）に大田地区代表宅野・湯里分団が出場
し、宅野分団１８位、湯里分団２０位となる。

11 4 軽輸送車２台購入（更新）宅野・福波分団へ配置する。
小型動力ポンプ１台購入（更新）波根分団へ配置する。

2011 平成23 8 7 第５５回島根県消防操法大会（浜田市）に大田地区代表波根・大国分団が出場
し、波根分団１３位、大国分団２０位となる。

10 13 軽輸送車２台購入（更新）井田・宅野分団へ配置する。
小型動力ポンプ３台購入（更新）五十猛分団・朝山分団・大屋分団へ配置する。

2012 平成24 2 29 普通輸送車１台購入（更新）井田分団へ配置する。

3 30 仁万分団に消防格納庫を新築する。

8 5 第５６回島根県消防操法大会（奥出雲町）に大田地区代表馬路・井田分団が出場
し、馬路分団１７位、井田分団１８位となる。

11 20 軽輸送車６台購入（更新）久手・山口・福波(２台)・馬路・湯里分団へ配置す
る。小型動力ポンプ３台購入（更新）祖式・波根・湯里分団へ配置する。

12 11 島根県消防協会第２回臨時理事会において島根県消防操法大会出場枠の見直しが
なされ大田地区の出場枠が２から1となる。

2013 平成25 2 20 池田分団に消防格納庫を新築する。

8 4 第５７回島根県消防操法大会（江津市）に長久分団が出場し、１０位となる。
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西暦 元号 月 日 主　　な　　出　　来　　事

2013 平成25 10 22 普通輸送車２台購入（更新）波根・温泉津分団へ配置する。
軽輸送車５台購入（更新）大国（２台）・井田・湯里・仁万分団へ配置する。
小型動力ポンプ２台購入（更新）水上・温泉津分団へ配置する。

2014 平成26 8 3 第５８回島根県消防操法大会（松江市）に、平成２５年５月に開催した第５５
回大田市消防操法大会において２位の山口分団が出場し、１７位となる。

2015 平成27 3 24 温泉津分団に消防格納庫を新築する。

8 9 第５９回島根県消防操法大会（益田市）に、平成２６年５月に開催した第５６
回大田市消防操法大会において優勝した宅野分団が出場し、５位となる。

10 1 充足率１００％達成

10 27 普通輸送車１台購入（更新）、小型動力ポンプ１台購入（更新）温泉津分団へ
配置する。

2016 平成28 3 6 総務省消防庁より消防団等地域活動表彰を受章する。

7 31 第６０回島根県消防操法大会（出雲市）に、平成２７年５月に開催した第５７
回大田市消防操法大会において優勝した井田分団が出場し、準優勝となる。

10 14 小型動力ポンプ１台購入（更新）大森分団へ配置する。

12 20 消防団員の確保にかかる貢献が認められ、総務大臣感謝状を受章する。

2017 平成29 1 29 大田市消防団教育講演会を実施する。

3 24 波根分団に消防格納庫を新築する。

7 30 第６１回島根県消防操法大会（大田市）に、平成２８年５月に開催した第５８
回大田市消防操法大会において優勝した久手分団が出場し、１６位となる。

2018 平成30 1 23 川合分団に消防格納庫を新築する。

4 9 午前１時３２分、大田市東部を震源とする島根県西部地震発生（Ｍ６．１、
最大震度５強）。

7 24 鳥井分団に消防格納庫を新築する。

7 29 第５９回大田市消防操法大会において優勝した山口分団が出場予定であった第
６２回島根県消防操法大会（雲南市）は台風の影響により中止となる。

11 5 軽輸送車１台購入（更新）湯里分団へ配置する。
小型動力ポンプ１台購入（更新）大代分団へ配置する。

2019 令和元 7 27 第６３回島根県消防操法大会（浜田市）に、平成３０年５月に開催した第６０
回大田市消防操法大会において優勝した朝山分団が出場し、１７位となる。

10 8 軽輸送車２台購入（更新）富山・福波分団へ配置する。
小型動力ポンプ１台購入（更新）湯里分団へ配置する。
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西暦 元号 月 日 主　　な　　出　　来　　事

2020 令和２ 3 16 総務省消防庁より救助用資機材搭載型小型動力ポンプ積載車の無償貸与を受
け、温泉津分団に配置する。

4 10 第６０回大田市消防操法大会において優勝した波根分団が出場予定であった
第６４回島根県消防操法大会（安来市）が新型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から中止となる。

第６４回島根県消防操法大会が中止になったことに伴い、第１回大田市消防
団幹部会議において、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、第６
１回大田市消防操法大会が中止となる。

12 18 消防輸送車２台購入（更新）、多根・仁万分団に配置する。
小型動力ポンプ２台購入（更新）、福波・仁万分団に配置する。

2021 令和３ 1 10 令和３年大田市消防出初式が、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か
ら中止となる。

4 12

4 30

2022 令和４ 1 9 令和４年大田市消防出初式が、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か
ら中止となる。

1 28 消防輸送車１台購入（更新）、馬路分団に配置する。
小型動力ポンプ２台購入（更新）、福波・宅野分団に配置する。

4 8 第６６回島根県消防操法大会が、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から中止となる。

9 28 大田市消防団員の定員、任免、給与及び服務等に関する条例の一部改正（報
酬等）

11 13 第６４回大田市消防操法大会を開催し、優勝 静間分団、準優勝 久手分団、
３位 温泉津分団となる。

12 16 消防輸送車１台購入（更新）、井田分団に配置する。
小型動力ポンプ３台購入（更新）、馬路・湯里・井田分団に配置する。

2023 令和５ 3 19 福波分団に消防格納庫を新築する。

5 21 第６５回大田市消防操法大会を開催し、優勝　山口分団、準優勝　大代分
団、３位　長久分団となる。

10 1 大田市消防団員の定員、任免、給与及び服務等に関する条例の一部改正を行
う。定数改正８４４名から７８０名となる。

2024 令和６ 2 6 消防団員等福祉共済の福祉増進事業として日本消防協会より車両の寄贈を受
け、大田消防署に配備する。（団支援１）

3 1 消防輸送車３台購入（更新）、大田・志学・仁万分団に配置する。
小型動力ポンプ５台購入（更新）、仁万・大国・湯里・井田分団（２台）に
配置する。

第６５回島根県消防操法大会が、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から中止となる。

第６３回大田市消防操法大会が、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から中止となる。
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2．歴代消防団長

二　代 福 田 芳 晴 昭和30年10月 1日 昭和41年 4月20日

三　代 福 田 與 三 郎 昭和41年 4月21日 昭和52年12月 4日

歴　代 氏　名 就任年月日 退職年月日

初　代 岩 屋 初 太 郎 昭和29年 4月 1日 昭和30年 9月30日

六　代 築 森 砂 雄 平成 3年10月 1日 平成11年 9月30日

七　代 波 多 野 正 信 平成11年10月 1日 平成17年 9月30日

四　代 森 脇 光 之 助 昭和52年12月 5日 昭和58年12月 4日

五　代 三 谷 要 昭和58年12月 5日 平成 3年 9月30日

三　代 中 田 正 敏 平成20年 4月 1日 令和 2年 3月31日

四　代 福 間 達 雄 令和 2年 4月 1日 現　在

合併初代 波 多 野 正 信 平成17年10月 1日 平成18年 3月31日

二　代 片 岳 俊 治 平成18年 4月 1日 平成20年 3月31日
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3.組織及び報酬等
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団

41 16 20 32 45 24 17 24 36 19 29 34 19 17 27 21 17 21 16 15 40 31 38 27 47 28 27 27
名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名

市　　長

副分団長 団 員班 長部 長

第４ブロック

１　　名
団　　長

５　　名
副団長

（ 団 本 部 ）

136名

第５ブロック 第６ブロック

本部団員
１９　名

大  田  地  区 温泉津地区

84名

仁摩地区

第７ブロック

118名 129名

第１ブロック

109名 110名

第２ブロック

69名

第３ブロック

消 防 団 階 級 別 本部団員

19名5名

40,000円

分団長副団長 合　　　計

780名

団 長

1名 81名

69,000円

人　員　数

令和４年９月３０日改正

団　員

590名

45,500円

団　長 副団長 分団長

82,500円 50,500円

　4時間以上
災害現場に出動した者

　警戒勤務に服した者

支　　　給　　　対　　　象

8,000円

2,800円

令和４年９月３０日改正

37,000円

　団役員会、分団役員会に出席した者

金　　　額

4,000円

36,500円

　定例の訓練又は特別訓練に勤務した者

3,000円

3,000円

　4時間未満

大 田 市 消 防 団

年額報酬

出動報酬

副分団長 部　長 班　長

28名 28名28名

令和５年１０月１日改正

種　　　別

災 　　害 

警 　　戒 

訓 　　練 

会 　　議 

１ 日

単　位

１ 日

１ 日

１ 日
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4.編成装備

合　計 条例定数 増　減 小型動力
ポンプ 輸送車

25 25 0

29 41 -12 3 3

31 32 -1 3 3

16 16 0 2 2

15 20 -5 2 2

25 24 1 3 3

17 17 0 2 2

22 24 -2 2 2

43 45 -2 4 4

17 19 -2 2 2

32 36 -4 3 3

28 29 -1 3 3

36 34 2 4 4

17 19 -2 2 1

19 21 -2 2 2

19 17 2 2 2

35 27 8 4 4

22 21 1 2 2

15 17 -2 2 2

13 15 -2 2 2

15 16 -1 2 2

30 31 -1 4 4

36 40 -4 4 4

44 38 6 5 5

23 27 -4 4 4

36 47 -11 4 4

31 28 3 2 2

27 27 0 3 3

27 27 0 3 3

745 780 -35 80 79

装備関係

区　　分 班　長分団長 副分団長

8

29

1 5

10

1 5

編　　　　　成　　　　　人　　　　　員

81 574

23

2

大 国 分 団

五十猛分団

池 田 分 団

19

井 田 分 団

湯 里 分 団

大 屋 分 団

福 波 分 団

仁 万 分 団

宅 野 分 団

水 上 分 団

祖 式 分 団

大 代 分 団

温泉津分団

山 口 分 団

多 根 分 団 1

1

10

17

12

14

14

28

団長 副団長

富 山 分 団

23

2 11

17

253

22

19

12

12

36

団 本 部

10

4

2

2

2

3

2

2

4

26

2

2

3

2

4

2

2

3

28

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

28

1

1

1

28

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

計

朝 山 分 団

波 根 分 団

久 利 分 団

大 森 分 団

久 手 分 団

鳥 井 分 団

長 久 分 団

静 間 分 団

志 学 分 団

馬 路 分 団

大 田 分 団 1

1

1

団　員

1川 合 分 団

1

1

1

29

1

4

4

1

1

1

1

5

1 3

部　長

1

1

1

1

1

1

36

1 1 1

1

1

1

1

1

1

1 1

1

1 1

1

1 1

16

25

1 3 21

4

1 3

4

1 3 211 1

29

1 1

1 1
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